
名倉誠人プロフィール 
 

名倉誠人の演奏は、マリンバの全く新しい地平を切り拓くものとして、文化庁芸術祭新人賞を受

賞、権威ある YCA 国際オーディション（ニューヨーク）に、マリンバ奏者として初めて優勝、また、

米国 BMI財団よりマリンバ作品委嘱プロジェクトを任される等、高い評価を受けてきた。「我々の

時代の音楽」を常に求める姿勢は、各国の作曲家達の共感を呼び、数多くの新作が彼に捧げられて

いる。 

カーネギー・ワイル・ホールやケネディー・センター等でのリサイタル活動に加え、NY室内管弦

楽団、シカゴ・シンフォニエッタ、ロサンゼルス室内管弦楽団等とも協奏曲を共演し、全米４1州

で演奏を行ってきている。南北アメリカ、ヨーロッパ、アジアの多くの国々でも演奏活動を行って

おり、英国王立音楽院より、栄誉、ARAMを授与された。2012年 6月、ベルリン・フィルハーモニ

ー・ホールで行った、真島俊夫作曲マリンバ協奏曲の欧州初演は、大変な好評を得た。 

ダンス、詩の朗読、映像など、他分野の芸術とのコラボレーションも、自身で数多くプロデュー

ス。日本でも、サントリーホール、神戸新聞松方ホールなどで継続して行っている、全委嘱作品に

よるリサイタルや、「森と木の音楽」コンサートをはじめ、全国で演奏活動を行っている。彼の演

奏は、NHK、CBS（米国）、BBC（英国）、KBS（韓国）等から、 広く放映されている。  
２００１年には、ＩＳＧＭ新曲委嘱基金を創設し、独奏曲・協奏曲・室内楽曲を網羅する、マリンバの

ための作品を、世界各地の作曲家に委嘱。優れた音楽財産を、数多く次世代に残す活動も行っている。 

2012年 8月には、「高い芸術性と意欲的で先端的な活動」が認められ、第一回 Kobe Art Award大

賞を受賞した。ほかにも、第一回松方ホール音楽賞大賞、青山音楽賞バロックザール賞、神戸灘ラ

イオンズクラブ音楽賞も受賞している。神戸市出身。２００９年から３年間、京都市立芸術大学非

常勤講師を務めた。現在、ニューヨークに在住。 

委嘱作品を収録した三枚の CD（「Ritual Protocol」、「Triple Jump」、「田辺恒弥マリンバ作

品集」）と、全作バッハ作品の CD「Bach Beat」が、発売中。 

                                                                                          

 

 

作曲家による曲目解説 
 

この CDに収録されている全ての作品は、ISGM新曲委嘱基金の委嘱で、名倉誠人のために作曲

されました。 

 

 

ジェイコブ・バンクス作曲： 

マリンバ独奏の為の「私が生まれた場所に立つ木―ホイットマンに寄せる」 （２０１１）  
 

マリンバと合唱のために書いた前作から派生したこの作品は、ウォルト・ホイットマンが謳った米国

南部に対するオード、「私を惹きつけてやまない南部よ」の詩的イメージを瞑想することから生まれた。

原曲では、詩に登場するイメージに集中して全体をデザインしようとした。それは、沼地に聞こえる音

や、バプティスト教会の説教の様子、シェイプ・ノートと言われる、南部独特の歌い方が合わさって、

「輝き、香り立つ南部」と表現されるイメージの数々だ。このマリンバ独奏版では、歌詞の部分を取り

払うことで、ホイットマンの心の思いが、より広い概念を持って前面に出てくることを望んでいる。そ

れらは、伝説的な場所の興味深い神話や、美しく、汎世界的なのに、しばしば答えが見つからない、自

身の起源に対する問いかけが含まれる。この作品は、名倉氏との緊密な共同作業を通して書いた。称賛

の気持ちと共に、彼に捧げたい。 

 



ケンジ・バンチ作曲： 

ヴァイブラフォーンとヴィオラの為の「二重奏曲」―緑の王国より― （２００９） 

 

この作品のアイデアは、2008年の夏、名倉誠人との会話から生まれた。これまで、マコトのためにい

くつもの作品を書き、その度に彼とは共同作業で作品を仕上げてきたのだが、私がヴィオラ奏者として、

マコトと一緒に演奏する機会は今まで無かった。 

彼が提案してくれたのは、私にとってもとても興味深い、ヴィオラとヴァイブラフォーンの組み合わ

せだった。最初の会話からほぼ一年後に、この作品は完成し、三つの楽章から成る約 17分の作品となっ

た。 

私の他の作品とは異なり、この曲は、ポピュラー音楽の要素からの直接的な影響を持っていない。そ

の代わり、私が若い頃憧れた英雄たち（特に、バルトーク、ショスタコーヴィッチ、ラヴェル）を振り

返り、伝統的な形式や対位法の技術を、彼らが、独自の語法で再構築したことに、インスピレーション

を見つけたのだ。 

特に、第一楽章「夜」は、カノンや短いフーガを含み、厳格な対位法の伝統にならって書いた。第二

楽章「夜明け」は、弓形の三部形式（ＡＢＡ）で出来た、シンプルなバラードで、グロッケンシュピー

ルを使って、二人の他に、不思議な第三の奏者の幻影をほのめかそうとした。最終楽章の第三楽章「鳥」

には、快速のプレストに、スコレヴォーレ（疾走）の性格を与えた。 

マコトがくれた助言の数々は、いかに言葉を尽くしても言い表せない。作品の発端から最終的に仕上

がるまで、この作品を形作るのに、彼の多くの提案が助けとなった。私は、彼を真のコラボレーターと

考えている。 

そして、また、彼の説得のお陰で、この作品に標題的な題名を付けることに決めたのだった。彼は、

この作品の持つ豊かな色彩感を、はっきりと伝えるべきだと、強く感じていたのだろう。想像を喚起す

るこれらの言葉を教えてくれた、詩人 M.K.の助けを、光栄に思っている。 

 

 

ロバート・パターソン作曲:  

マリンバ独奏の為の「森の影」 （２０１１）  

 

 ハイキングに行くと、森の地面に映る影が作りだす美しいイメージに、いつも魅せられる。これらの

影は、小さな木でさえも実際より大きく見せ、同時に、完全に３次元の空間を２次元の世界に作り変え

る。私の「森の影」では、これらのイメージを、長いトレモロと分散和音を使うことによって醸し出そ

うとした。この曲は、テオドール・ルソーのような、１９世紀のフランス人画家たちの自然描写、（例

えば、ルソーの絵「夕暮れの冬の森」）を思わせるような牧歌的な部分から、ロマン派の画家キャスパ

ー・デイヴィッド・フィリードリヒの作品に見られるような、より力強い部分へと進んでいく。 

同様に、奏者からも、私はインスピレーションを受ける。マコトの唯一のリクエストは、森や木に啓

発された作品を書いて欲しいということだったので、これは簡単なことだった。彼の演奏を生で聴くと、

彼の音楽性と敏感な感受性や、彼がマリンバから引き出す豊かで力強い響きに魅せられた。 

 

                

ジェイコブ・バンクス作曲： 

マリンバとヴァイオリンの為の「高貴なる木」 （２００９） 

 

 「高貴なる木」は、聖金曜日に歌われるグレゴリオ聖歌「誠なる十字架よ」を基にした作品だ。冒頭

で聖歌の主題をヴァイオリンが奏で、マリンバが影のようにそれを支える。その後、主題旋律の音楽的

素材を、それぞれに異なった姿に変容した、六つの変奏が続く。それぞれの変奏を発想した時に、音楽

以外の要素―特に、地球上で起こっている紛争、人間の苦悩、そして、世俗的なものを超越する神聖な

力―もそれらに与えようと構想した。 

 この作品は、名倉誠人のために作曲、賞賛の心と共に、彼に捧げる。 

 



カルロス・サンチェス-グティエレス作曲： 

マリンバ独奏の為の「ウィニク/テ （木/人）」 （２００５）       

 

マヤ文明の聖なる書、「ポポル・ヴ」によると、二人の神、“ハリケーン”と“空の心”は、泥を使っ

て最初の人間を創った。それらには、魂がなく、ぼろぼろと崩れ、雨にあたって溶け去ってしまい、失

敗に終った。次に、二人の神は、木から新しい人間を彫り出した。それらが、「神の名を語り、歩き回

り、子孫を残し、意味のある生活を送る」ことを望みながら。しかし、この「木の人間」（Winik/Te

‘とは、マヤ文明の言語キチェ語で、木/人の意。）たちには、流れる血もなく、汗もかかず、心は空虚

で、“空の心”を尊敬することもなかった。そして、動物たちを虐待し、土地を荒らした。人間の顔を

しているが、不完全な「木の人間」たちは、二人の神により森へ追い払われた。今、ジャングルに住む

猿たちは、Winik/Te’の子孫たちだ。 

この世界を見ていると、心も魂もない「木の人間」は、本当に森に追いやられ、その森だけに住んでい

るのだろうか、としばしば考えさせられられる。この「猿のような人間」は、どこにでもいるように思

われる。不完全な心と身体、魂をもって、自分のものでない土地を暴虐無人に使っている。 

この作品は、少なくとも二つの要素が、常に衝突を起こす音楽だ。また、相い対する二つの要素、人/

音楽、木/音楽が、この作品の中で何とかして共存しようとするものとしても、捉えたかった。いくつも

のエピソードの流れに沿って、木と人が対決をする様子を、それぞれの部分と進行の中で描き、木から

彫り出された楽器マリンバと、肉体と知性を持つ演奏者によって、一つの音楽的経験を創ろうとした。

ちょうど、二人の神が試みたように。 

マコトのお陰で、この「音の森」は、豊かな魂と心を持つ人々の住むものとなりそうだ。 

この作品は、名倉誠人のために作曲、彼に献呈する。 

 

 

マイケル・トーキー作曲： 

マリンバ、フルート、チェロの為の「火災後の森林」 （２００５） 

 

「火災後の森林」は、ヴィルティオーゾ・マリンバ奏者、名倉誠人のために作曲し、マリンバ・フル

ート・チェロの編成をとっている。 

曲の冒頭では、起こったばかりの森林火災の場で、黒焦げの中から煙が立ち昇り、そこに生きていた

生命の記憶が今だに感じられる場面を、思いうかべてほしい。チェロが、あきらめたような悲しい旋律

を演奏し始める。次第にそれが勢いを増し、まるで、周辺の鎮火したと思われた火が、再び燃え出すか

のようだ。破壊は、中々収まろうとはしない。しかし、ついに曲の最後では、明るい調性で、植物の芽

が萌え出るかのような部分が始まり、森の再生を約束する。私たちは、生命の循環が回復されたのを見、

森が再び育ち始めるのを知る。自然は、自分自身を癒す力を持っているのだ。 

 

 

 
 
 


